
先進がん免疫治療学講座 
Innovative Cancer Immunotherapy 

 
客員准教授  浜名  洋  Hiroshi Hamana 

客員助教  下岡 清美  Kiyomi Shitaoka 

 
◆ 研究概要 

  本講座は，先進がん免疫治療と先進東洋医学アロマテラピーを融合した富山オリジナルの「個の医療に基づく東西融合

医療の先進的がん治療法を確立する」ことを目的として設立され，下記の2つの研究課題を行っている． 

（1）富山大学医学部免疫学講座が有する世界トップレベルの迅速なTCR遺伝子取得法を応用し，がん患者から得られたTCR
遺伝子を，がん患者のT細胞に導入し，患者に戻して癌治療を行うテーラーメード（個の医療）の「TCR遺伝子治療法」

の確立． 
（2）富山大学医学部消化器外科学講座で実績があるアロマテラピーの研究を発展させ，富山オリジナルの「アロマ先進がん

治療法」の確立． 
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徳，西田徹也，村田 誠，清井 仁．新規人工アダプター分子の遺伝子導入は抗原特異的 CTL の persistence を向上

させる．第 9 回血液疾患免疫療法学会学術集会；2017 Sep 30；東京． 
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皮細胞 HLA-class II DR とアロ応答する CD4 T 細胞は，anti-A/B 抗体接着により抑制される．第 26 回日本組織適合

性学会大会；2017 Oct 27-29；広島． 
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9)  津田さやか，岸 裕幸，島 友子，浜名 洋，牛島明美，村口 篤，齋藤 滋．ヒト妊娠子宮の脱落膜では，妊娠

後期にクローナルな effector 制御性 T 細胞が増加する．第 32 回日本生殖免疫学会総会・学術集会；2017 Dec 2-3；東
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6-9；神戸． 
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13)  Ozawa T, Tsuda R, Hamana H, Kobayashi E, Taki H, Muraguchi A, Kishi H. Evolution of anti-citrullinated peptide antibody 
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◆ その他 
1)  村口 篤，岸 裕幸，小澤龍彦，浜名 洋．平成 28 年度乳酸菌研究会に関する報告書．東京：全国乳酸菌研究会；

2017 Sep．単一細胞レベルの解析による T 細胞レパートリーの解析；p. 113-4． 
2)  村口 篤，岸 裕幸，小澤龍彦，浜名 洋．単一細胞レベルの解析による T 細胞レパートリーの解析．平成 29 年度

北陸腸内細菌研究会研究発表会；2017 Jul 8；福井． 
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